
○香南香美老人ホーム組合立指定介護老人福祉施設特別養護老人ホーム三宝荘等並び

に養護老人ホーム白寿荘及び指定介護老人福祉施設特別養護老人ホーム白寿荘等の

設置及び管理に関する条例施行規則 

 

平成 17 年 3 月 30 日 

規 則 第 1 号 

 

改正 平成 18年 2月 24日  規則第 1号 

平成 19年 3月 30日  規則第 3号 

平成 30年 10月 29日 規則第 4号 

 

香美郡老人ホーム組合立三宝荘及び白寿荘の設置及び管理に関する条例施行規則（昭

和４３年規則第３号）の全部を改正する。 

（設置） 

第 1条 この規則は、香南香美老人ホーム組合立指定介護老人福祉施設特別養護老人ホ

ーム三宝荘等並びに養護老人ホーム白寿荘及び指定介護老人福祉施設特別養護老人

ホーム白寿荘等の設置及び管理に関する条例（昭和４２年条例第８号。以下「条例」

という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（用語の定義） 

第２条 この規則において施設長とは、この規則に定める事項について地方自治法（昭

和２２年法律第６７号）第１５３条第１項の規定による組合長の委任を受けた施設長

とする。 

（入所） 

第３条 特別養護老人ホーム及び養護老人ホーム（以下「特別養護老人ホーム等」とい

う。）に入所することのできる者は、次のとおりとする。 

（１） 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第２７条の規定による要介護認定を受

けた被保険者 

（２） 老人福祉法（昭和３８年法律第１３３号）第１１条第１項の規定により市町村

から入所依頼があった者 

（入所の制限） 

第４条 施設長は、次の各号の一に該当するときは、入所を拒むことができる。 

（１） 施設の定員能力から入所の余力がない場合 

（２） 感染性疾患を有し、他の入所者に感染させる恐れがある場合 

（３） その他正当な理由があると認められる場合 

（入所の手続き） 

第５条 施設長は、第３条第１号の場合にあっては、入所しようとする本人又はその家

族（以下「契約者」という。）の入所申込により、契約者と契約を締結するものとす



る。 

２ 施設長は、第３条第２号の場合にあっては、当該市町村の入所依頼書により施設長

が入所を決定し、様式第１号の入所受諾書を依頼のあった市町村に提出するものとす

る。 

３ 施設長は、第４条第１項第１号から第３号に該当し、入所を拒むときは第３条第２

号の場合にあっては、様式第２号の入所不承諾書を依頼のあった市町村に提出するも

のとする。 

（介護サービス費等の受領） 

第６条 特別養護老人ホームにおいては、介護保険法第４１条第４項第２号、第４８条

第２項及び第５３条第２項第２号の規定による介護サービス費等を受領する。 

（食費の受領） 

第７条 条例第４条第３項に規定する介護サービス費等の内、食費については、材料費

等を勘案し算出した適切な金額を契約者との入所契約において説明し受領する。 

（受給資格の確認） 

第８条 施設長は、指定介護福祉施設サービスの提供を求められた場合は、その者の提

示する介護保険被保険者証によって、被保険者資格、要介護認定の有無及び要介護認

定の有効期間を確認しなければならない。 

（措置の変更） 

第９条 施設長は、第３条第２号の入所者について、措置の変更、停止又は廃止を必要

とする事由が生じたと認めるときは、速やかに被措置者状況変更届（当該市町村の様

式による。）により当該市町村に届け出なければならない。 

（退所） 

第１０条 施設長は、入所者が次の各号の一に該当するときは、契約者又は市町村長と

協議のうえ退所させることができる。 

（１） 第３条第１号の入所者が同号に規定する認定基準に適合しなくなったとき又は

認定を取り消されたとき。 

（２） 入院その他の事由により、特別養護老人ホーム等以外の場所で生活する期間が

高知県特別養護老人ホーム入退所にかかる指針（平成２５年高知県社会福祉協議

会指針）に定める期間を超えるとき。 

（３） 施設内の秩序をみだす等、不都合な行為があり、かつ、改められないとき。 

（４） 退所を申し出たとき。 

（５） その他退所させる正当な理由があると認められたとき。 

（損害賠償） 

第１１条 施設長は、入所者が故意又は重大な過失により特別養護老人ホーム等の施設

又は物品を損傷したときは、これによって生じた損害をその者の弁償能力に応じて賠

償させることができる。 

（入所者の死亡等） 



第１２条 施設長は、入所者が死亡したときは、病名、死因及び死亡日時を、速やかに

近親者その他必要と認められる者に通知して、遺体を引き取らせるとともに、その者

の入所を依頼した市町村長に通知しなければならない。 

２ 老人福祉法第１１条第２項の規定により葬祭（葬祭のために必要な処理を含む。以

下同じ。）の委託の依頼を受けた施設長は、直ちに葬祭委託の可否について、葬祭受

諾（不承諾）書（当該市町村の様式による。）により回答しなければならない。 

３ 施設長は、前項の規定により葬祭を受諾したときは、必要な処理について市町村長

と協議のうえ、葬祭を執行しなければならない。 

４ 死亡した第３条第２号の入所者の遺留金品の処分については、市町村長からの遺留

金品指示書（当該市町村の様式による。）に基づいて処分しなければならない。 

（雑則） 

第１３条 この規則の施行に関し必要な事項は、組合長が別に定める。 

 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１８年２月２４日規則第１号） 

この規則は、平成１８年３月１日から施行する。 

附 則（平成１９年３月３０日規則第３号） 

この規則は、平成１９年４月１日から適用する。 

附 則（平成３０年１０月２９日規則第４号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

 

 



様式第１号（第５条関係） 

 

香老組       号 

平成  年  月  日 

 

         殿 

 

 

 

養護老人ホーム        

施設長          ㊞ 

 

入 所 受 諾 書 

 

 平成  年 月  日付入所依頼のありました者が、下記のとおり入所することを受

諾いたします。 

 

 

記 

 

 

氏  名 

 
男

女 

明治 

大正  年  月  日 

昭和 

満  才 

住  所 
 

 

入 所 日    平成  年  月  日 午 
前 

後 
  時 

摘  要  

 



様式第２号（第５条関係） 

 

香老組       号 

平成  年  月  日 

 

         殿 

 

 

 

養護老人ホーム        

施設長          ㊞ 

 

入 所 不 受 諾 書 

 

 平成  年 月  日付入所依頼のありました者を、下記理由により不受諾といたし

ます。 

 

 

記 

 

 

氏  名 

 
男

女 

明治 

大正  年  月  日 

昭和 

満  才 

住  所 
 

 

理  由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


